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Ⅰ はじめに 

森林は、木材の供給のみならず、水源の涵養や土砂災害の防止など森林の持

つ公益的機能を通じて、私たちの生活に様々な恵みをもたらしています。 

森林から木材を生産する林業は、その生産活動を通じて、森林の持つ公益的

機能の持続的な発揮や中山間地域における雇用の確保に貢献しています。 

本県では、人材・林業事業体の育成、木材生産コストの縮減、森林環境税の

活用による荒廃した森林の公益的機能の回復など様々な取組を実施しており、

平成 25 年に策定した「福岡県森林・林業基本計画」においては、本県の目指す

べき森林の姿を示しています。 

本県の目指すべき森林の姿とは、成熟して利用期を迎えたスギ・ヒノキ人工

林については、世代サイクルの回復を図るため、皆伐を中心とした木材等生産

活動を推進し、伐採後の植林が適切に行われる持続的な林業経営の確立を目指

すこととしています。 

その一方で、林業経営が成り立たずに適正な管理が見込めないスギ・ヒノキ

人工林については、皆伐後の天然更新や広葉樹植栽、強度の間伐や択伐による

針広混交林化により手入れを省力化できる自然林へ誘導し、公益的機能の持続

的な発揮を図ることとしています。 

しかしながら、スギ・ヒノキ人工林を自然林へ誘導するためには様々な要件

を満たす必要があり、更に、広葉樹を定着させるための適切な施業が必要にな

ることもあります。 

これらの点を踏まえつつ、このたび自然林へ誘導するための基本的な事項を

「自然林誘導ハンドブック」として取りまとめましたので、多くの皆様に活用

していただければ幸いに存じます。 
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Ⅱ 自然林への誘導 

１ 自然林とは 

 福岡県森林・林業基本計画

向け、適正な管理が見込めない

す。このハンドブックでは、「人

揮できる森林」を「自然林」と

 

２ 自然林へ誘導する方法

適正な管理が見込めない人工

要があります。更に、広葉樹植

度の間伐による方法は、その後

は適切な施業が必要になります

このハンドブックでは、これ

ています。（図－１） 

 

 （１）皆伐後の天然更新に

 （２）皆伐後の広葉樹植栽

 （３）強度の間伐（※択伐

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-１ 本県の目指すべ

（以下「基本計画」）では、持続可能な林業経営

いスギ・ヒノキ人工林は自然林へ誘導すること

人為による管理をほとんど必要とせずに公益的

と定義します。 

法 

工林を自然林へ誘導するためには、様々な要件を

植栽による方法は、下刈り、つる切りなど保育

後も複数回の間伐の実施など、広葉樹を定着させ

す。 

れらのことを踏まえつつ、次の 3 つの方法につい

による方法 

栽による方法 

伐を含む）後の針広混交林化による方法 

べきスギ・ヒノキ人工林の管理の在り方

営の確立に

としていま

的機能が発

を満たす必

の実施、強

せるために

いて記載し
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（１）皆伐後の天然更新による方法 

スギ・ヒノキ人工林を皆伐した後、天然更新によって自然林へ誘導する方法で

す。天然更新とは、植栽によらずに伐採跡地に飛散した種子の発芽、ぼう芽、その

他天然の力を活用して、次の世代の樹木を発生させて更新する方法です。 

天然更新による自然林への誘導は、「どこでも実施可能ではないこと」を念頭に

置いて慎重に取り組むことが必要です。その他、保安林や森林の所在等の条件によ

っては、広葉樹植栽を行わなければならない場合があります。 

 

① 天然更新について 

天然更新に影響を及ぼす主な要因は以下のとおりです。 

ア シカ生息密度 

シカの食害は、回復するはずの植生の再生を阻害し天然更新の直接阻害要

因となることから、シカの生息密度は天然更新の成否に大きな影響を与えま

す。生息密度による影響は次のとおりです。 

(ｱ)31 頭/km2以上の地域  ： 非常に困難である。 

(ｲ)11～30 頭/km2 の地域 ： 前生稚樹の量や広葉樹林からの距離などの条

件により、困難な場合がある。 

(ｳ)10 頭/km2以下の地域  :  天然更新の可能性は高い。 

 

イ 前生稚樹 

前生稚樹は、スギ・ヒノキ人工林内に伐採前から存在する樹木で、中高木

性の前生稚樹が多ければ、伐採跡地の天然更新の可能性が高いと考えられま

す。 

 

ウ 埋土種子 

埋土種子は先駆性樹種や低木性樹種が多く、伐採直後に発芽して林分を形

成する役目を果たすと考えられます。また、下層植生が少なく表土流出が発

生している林地では、埋土種子が表土とともに流失するため天然更新の可能

性が低くなります。 

 

エ 広葉樹林からの距離 

広葉樹林は種子の供給源となり、広葉樹林からの距離が 30m 以内では天然

更新の確率は高く、100m 以上では天然更新の確率は低いと考えられます。 
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天然更新の実施にあたっての留意点 

 

天然更新による自然林への誘導を進める場合には、これらの条件をよく考慮したう

えで取り組むことが必要です。 

 

１ 次の条件に 1 つでも該当する森林は、天然更新による自然林への誘導が困難となり

ます。 

（１）シカの生息密度が 31 頭/km2以上の地域（P25 参照）にあり、シカ防護柵設置等

 の適切な防除を行わない森林 

（２）下層植生が少なく表土が流出した森林                                    

（３）病害虫の発生箇所や岩石地等、天然下種及び、ぼう芽による方法では、適確な

更新が確保できない森林 

 

２ 次の条件に 1 つでも該当する森林は、天然更新による自然林への誘導が困難となる

可能性があります。 

（１）広葉樹林からの距離が 100ｍ以上ある森林 

（２）林齢 40 年生未満の森林 

（３）放置竹林と隣接する森林 

オ 他の植物による影響 

竹林に隣接したところでは、タケの侵入により天然更新が阻害される可能

性が懸念されます。また、ウラジロなどの大型のシダ類が繁茂しているとこ

ろでも、天然更新の可能性は低いと考えられます。 

 

カ 過去の土地利用 

採草地や荒地に植林して造成されたスギ・ヒノキ人工林は、前生稚樹や埋

土種子などの更新材料が不足するため、天然更新が困難であると考えられま

す。 

 

キ 伐採時の林齢 

林齢 40 年生以上の高齢林で実施することが望ましく、適切な間伐が行わ

れた林分では、前生稚樹が豊富となり天然更新が進むと考えられます。 
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「福岡県天然更新完了判断基準」 

 

Ⅵ 天然更新完了の判定基準 

 

１ 最終の調査結果が次の条件をすべて満たす場合に、天然更新が完了している

と判断する。 

（１）更新対象樹種の樹高が草丈を越えている（双方の差が200ｃｍ以上または

草丈の２倍以上の樹高）ものが１ヘクタール当たり3,000本以上生育して

いる場合。 

（２）更新対象地の範囲でおおむね均等に生育している場合。 

 

２ 上記にかかわらず、伐採後３年を経過するまでに行う最初の調査において、

次のいずれかに該当し、今後の天然更新が見込めない場合には更新困難と判断

する。 

（１）中高木性樹種の発芽、ぼう芽量が著しく少なく、５年を経過した時点での

確実な更新が見込めない場合。 

（２）土砂流出等の発生、またはその恐れがあり、植栽による早急な更新が必要

である場合。 

（３）タケ・ササ類、つる性植物、草本類の著しい繁茂等により、更新対象樹種

が生育できる見込みがない場合。 

 

② 天然更新完了の判断について 

天然更新が完了したか否かの判断については、「福岡県天然更新完了判断基準」

に定められており、完了していない又は更新困難と判断された場合は、地表処理や

刈り出しなどの天然更新補助作業または植栽を行わなければなりません。 
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③ 皆伐後の天然更新による自然林への誘導フローチャート 

（スギ・ヒノキ人工林を皆伐した後、天然更新の実施を検討） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）保安林制度で認められる範囲については、最寄りの農林事務所に問い合わせる。 

（注２）立木の伐採前に、「伐採及び伐採後の造林の届出書」（P26 参照）を森林の所在する市町

村に提出する。 

保安林ではない。 保安林制度で認められた範

囲内の伐採である。（注１） 

天然更新は不可 

広葉樹を植栽 

市町村森林整備計画において「植栽によらなければ更新が困難な森

林」の区域に含まれない。 

以下の条件には一つも当てはまらない。 

 シカの生息密度が 31 頭/km2 以上の地域（P25 参照）にあり、シカ
防護柵設置等の適切な防除を行わない森林 

 下層植生が少なく表土が流出した森林 
 病害虫の発生箇所や岩石地等、天然下種及び、ぼう芽による方法で

は、適確な更新が確保できない森林 

以下の条件には一つも当てはまらない。 

 広葉樹からの距離が 100ｍ以上ある森林 
 林齢 40年生未満の森林 
 放置竹林と隣接する森林 

皆伐後の天然更新を実施（注２） 
※天然更新が完了しない場合は、天然更新補助作業や植栽を実施する。 

Yes 

Yes 

Yes Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No No 

Yes 

No 

天然更新が困難である
可能性があるので、再度
検討する。 
その結果、実施可能であ
ると判断した。 

天然更新が完了しない場合は、天然更新補助作業または植栽を実施す

ることができる。 
※伐採から相当の年数が経過してからの天然更新補助作業や植栽は、経費
が増加することに留意する 

Yes 

No 
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（２）皆伐後の広葉樹植栽による方法 

スギ・ヒノキ人工林を皆伐した後、広葉樹植栽によって自然林へ誘導する方法で

す。天然更新が困難な地域で自然林への誘導を図る場合には、広葉樹植栽を行うこ

とになります。近年、県内では広葉樹が各地に植栽されるようになりましたが、広

葉樹の施業体系はクヌギを除いて確立しておらず、植栽木の保育は現地での状況に

合わせて実施されています。 

また、人工的に植栽した場合には、下刈り、つる切りなどの保育を実施しなけれ

ば成林が難しいことから、広葉樹植栽による自然林への誘導は、長期の視点が必要

であることを念頭に置いて実施する必要があります。 

 

① 適地適木について 

広葉樹植栽は、樹木の成長を考え、その樹種に適した立地条件（適地適木）

で実施する必要があります。樹木の成長に影響を及ぼす立地条件としては、地

形、標高及び土壌があげられます。 

ア 地形 

尾根、斜面、谷といった斜面の位置、凹、凸，平衡といった斜面の形、

斜面方位、傾斜があります。地形要因は土壌の水分条件と関係があり、尾

根、凸型斜面、南向き斜面であれば乾燥気味、谷、凹型斜面であれば過湿

気味あるいは適潤、斜面が平衡斜面ではやや乾燥から適潤と考えられます。  

 

イ 標高 

気温、降水量、風など関係があり、標高が高ければ気温は低くなり、降

水量が多くなります。また、標高が高くなれば風の影響を受け、乾燥の度

合いが高くなります。 

 

ウ 土壌 

主に地形の影響を受け、尾根では乾性、斜面上部では弱乾性、斜面中部

では弱乾性から適潤性、斜面下部では適潤性から弱湿性、谷部では弱湿性

から湿性の土壌型が主に出現します。 

  

② 樹種の選択について 

樹種を選ぶ基準として、自然的条件（標高）、立地的条件（地形）及び社会的

条件（目的）があげられます。詳細については、「造林のための樹種選定の手引

き」（P39 参照）に記載しています。 
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ア 自然的条件（標高） 

気温を標高で代用し、 

300m 未満、300m～600m、 

600m～800m、800m 以上の 

4 つの樹林帯に区分しま 

す。 

 

  

 

イ 立地的条件（地形） 

実際の地形は複雑で、日照・土壌成分・水分条件が様々ですが、簡便に

するため尾根・斜面・谷の３つに区分します。 

  

ウ 社会的条件（目的） 

森林に対する将来の目的を、用材、特用樹、景観保持及び特になしの 4

つに区分します。自然林への誘導を目的とする場合は、苗木の入手のしや

すさ、保育のしやすさなどで選びます。 
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③ 皆伐後の広葉樹植栽のための樹種選定フローチャート 

標高、地形及び目的の３つの条件に基づき、「条件別造林樹種一覧表」（P42

参照）の４８樹種群から、以下の点に留意して樹種を選定します。 

ア 自然林への誘導のための植栽は、複数の樹種を選択することが可能です

が、その際も適地適木による樹種の選定が重要です。 

 

イ 数多くある樹種の特性を標高と地形の２つに絞り込んでいますので、選

択した結果を、再度、植栽目的や現場の状況と照らし合わせることが重要

です。 

 

ウ 標高は地図や高度計で客観的に確認できますが、地形を選ぶ際には、土

壌などの知識が必要です。 

 

エ 樹種を樹種群から絞り込むには、植栽目的の再確認、苗木の生産状況、

苗木の価格のほか、「主要樹木の特性」（P45 参照）を参考にして選びます。 

 

オ 苗木の生産状況は変わりますので、最新情報で確認します。 

 

カ 樹種の中には、市販では入手困難な樹種も含まれています。 

 

キ シカ、ノウサギなどの獣害対策は、別途必要です。 
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（３）強度の間伐後（※択伐を含む）の針広混交林化による方法 

スギ・ヒノキ人工林を強度に間伐した後、針広混交林化によって自然林へ誘導す

る方法です。 

① 強度の間伐とは 

強度の間伐とは、後継樹となる前生稚樹の成長が促されるとともに、埋土種

子が発芽して新たな広葉樹の稚樹が発生する程度の間伐とします。具体的には、

稚樹の発生可能な相対照度は 20～30％以上であることから、収量比数をスギで

0.70 以下、ヒノキで 0.65 以下にする間伐になります。（収量比数判定は P33、

P34 参照） 

 

② 針広混交林への移行について 

スギ・ヒノキ人工林を強度に間伐し、その伐採後に発生又は植栽した広葉樹

を仕立てることにより、手入れを省力化できる針広混交林へ移行することがで

きます。（図－２）間伐の方法は、一様な伐採より、列状（樹高と同程度の列

幅）あるいは群状（樹高を一辺とする方形）の伐採が、針広混交林へ移行しや

すいと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 針広混交林への移行イメージ  
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間伐後の収量比数と相対照度の関係 

 

相対照度が 20～30%以上であれば、広葉樹の稚樹が発生し成長する可能性が高い

とされています。 

図－３は、「間伐後の収量比数と相対照度の関係」を調べたもので、これにより

相対照度を 30％にするためには、おおよその目安で収量比数をスギで 0.70 以下、

ヒノキで 0.65 以下にしなくてはならないことが判ります。  

ただし、谷部や北西～北東向き斜面では、同じ収量比数であっても相対照度は低

くなることが予想されるため、地形等に応じた間伐量が必要になります。また、広

葉樹の稚樹の発生を円滑にするため、間伐時には出来るだけ林内の広葉樹を残すこ

とも必要です。 
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図－３ 間伐後の収量比数と相対照度の関係 

（安藤（1983）上中（1983）を参考に作図） 
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③ 針広混交林の適地について 

スギ・ヒノキ人工林を強度に間伐した後、発生した広葉樹により針広混交林

へ移行するためには、前生稚樹や埋土種子などの更新材料が必要です。特に、

前生稚樹は重要な更新材料であり、この前生稚樹の密度が高ければ針広混交林

へ移行しやすいと考えられます。福岡県のスギ・ヒノキ人工林において、針広

混交林の適地を判定する目的で前生稚樹の密度と環境要因との関係を調査し

たところ、以下のことが判明しました。 

ア 前生稚樹は、常緑樹・落葉樹にかかわらず、谷部では密度が低く、尾根

部や斜面、光環境（相対照度）が良いところでは密度が高い傾向にある。 

 

イ 落葉樹は常緑樹より、シカ生息密度の影響を大きく受ける傾向にある。 

 

ウ 常緑樹は、標高が低く、間伐後の経過年数が長いほど、前生稚樹の密度

が高くなる傾向にある。 

 

エ 落葉樹は、標高が高く、スギ林よりはヒノキ林である方が、前生稚樹の

密度が高くなる傾向にある。 

 

④ 針広混交林への移行にあたっての留意点 

スギ・ヒノキ人工林に前生稚樹が無い場合は、埋土種子からの稚樹の発生を

期待することになります。しかし、埋土種子の密度や樹種は発生するまで判ら

ないため、針広混交林の適地であるかの判定が難しいと考えられます。また、

表土の流出が見られるところでは埋土種子も少ないため、稚樹の発生に長い時

間がかかると考えられます。 

このため前生稚樹が無い、もしくは前生稚樹が低木性樹種であり、広葉樹林

からの距離が遠い場合は、強度の間伐による針広混交林化は慎重に行うべきと

考えられます。また、シカの生息密度が高いところでは、発生した稚樹が食害

を受けるため更新材料の生育が困難であること、ヒノキ林の強度の間伐は、残

存木が枯死する現象が見られることなど注意が必要です。 

 これらの条件については、「天然更新の実施にあたっての留意点」（P４参照）

と同様です。 

 

⑤ 広葉樹の植栽について 

この内容については、「（２）皆伐後の広葉樹植栽による方法」（P７参照）と

同様です。植栽樹種については、中高木性樹種のうち、耐陰性の高い樹種（P45

参照）を選択します。 

  

尾根
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⑥ 針広混交林へ移行するための施業について 

強度の間伐を実施すると、林床に光が当たることで埋土種子は発芽し、前生

稚樹は成長を始めます。また、植栽木に必要な相対照度が確保されれば、健全

な生育を図ることができます。 

しかし、数年経過すれば上層のスギ・ヒノキ人工林は成長し、再び相対照度

が低下することになります。（図－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５はスギ林での間伐後の年数と相対照度の変化を推定したものです（河

原 1988）。当初の相対照度が 25％以上であっても、平均的な成長を示した場合

は間伐後２年程度、良好な成長を示した場合は１年程度で 20％以下に低下する

ことを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 相対照度の低下のイメージ 
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図－５ スギ林の間伐後の年数と相対照

度の変化（河原 1988 を参考に作図） 
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図－６は複層林での間伐後の年数と相対照度の変化を示したもので、当初の

相対照度 30～35％が、遅くとも８年後には 20％以下になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、相対照度を 30％以上に設定しても、概ね 10 年以内には 20％以

下になると考えられることから、針広混交林へ移行するためには、10 年以内

に再び強度の間伐を実施することにより広葉樹を定着させることが必要です。

（図－７）さらに、実施箇所によっては、つる等の繁茂により下層植生の成長

が阻害されることもあり、つる切り等の保育が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 間伐の繰り返しによる針広混交林への移行イメージ 
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⑦ 強度の間伐後の耐

図－８は、スギ及び

の関係を示したもので
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図―８ 樹冠長率別の形

②その後、直径成長を伴って形状比

改善して、耐風性は回復 

同じ樹冠長率であれば

形状比が低い方の耐風性

図－９ 樹冠長率及び形

耐風性について 

ヒノキの樹冠長率別の形状比と根返り限界風速

です。 

形状比が低いほど耐風性が高く、形状比が同じで

長が短い）ほど耐風性が高くなります。（図－９
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強度の間伐後は、閉

やすくなり、残存木は樹

分）、個体（単木）とも

伴って形状比が低くな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらのことから、

キ人工林では台風によ

したがって、風害に

を軽減するための方法

ア 過去に台風被害

 

イ 形状比が高い過

率を抑える。 

 

ウ 林縁部は、風が林

図－10 間伐後の耐風性

①間伐後、樹高成長に伴って樹冠長

耐風性は一時的に低下 

鎖している林冠に隙間を生じさせるため林内に

樹高成長に伴って樹冠長率が高くなることから

も一時的に耐風性が低下します。その後は、直

なることから耐風性が回復します。（図－10）

間伐直後から耐風性が回復するまでの期間、ス

よる風害が発生する可能性が高くなります。 

による被害を完全に回避することは出来ないも

法としては以下のことが考えられます。 

害を受けた箇所を把握する。 

過密林分は、風害が発生しやすいため、必要に応

林内を吹き抜けるのを防ぐため、間伐や枝打ち

性の回復過程 

長率が高くなり、 ②その後、直径成長を伴って形

して、耐風性は回復  

① ②

に風が入り

ら、集団（林

直径成長に

スギ・ヒノ

のの、被害

応じて間伐

ちをしない。 

形状比が改善
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    ⑧ 強度の間伐後の針広混交林化による自然林への誘導フローチャート 

      （スギ・ヒノキ人工林を強度に間伐した後、発生した広葉樹による針広混

交林化を検討） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）保安林制度で認められる範囲については、最寄りの農林事務所に問い合わせる。 

（注２）過去の災害復旧事業の聞き取りなどから、台風被害を受けた可能性のある森林。 

（注３）造林事業等で実施できるか否か、最寄りの農林事務所に問い合わせる。 

立木の伐採前に、「伐採及び伐採後の造林の届出書」（P26 参照）を森林の所在する市町

村に提出する。 

  

保安林ではない。 保安林制度で認められた範

囲内の伐採である。（注１） 

強度の間伐は不可 

過去に台風災害を受けた森林

ではない。（注２） 

以下の条件には一つも当てはまらない。 

 シカの生息密度が 31頭/km2 以上の地域（P25 参照）にあり、シ
カ防護柵設置等の適切な防除を行わない森林 

 下層植生が少なく表土が流出した森林 
 病害虫の発生箇所や岩石地等、天然下種及び、ぼう芽による方

法では、適確な更新が確保できない森林 

以下の条件には一つも当てはまらない。 

 広葉樹からの距離が 100ｍ以上ある森林 
 林齢 40年生未満の森林 
 放置竹林と隣接する森林 

強度の間伐後の針広混交林化を実施（注３） 
※発生した広葉樹が生育しない場合は、天然更新補助作業や植栽を実施する。 

Yes 

Yes 

Yes 
Yes 

Yes 

No 

No 

No

No No 

針広混交林化は困難 

Yes 

No 
針広混交林化が困難である可能
性があるので、再度検討する。 
その結果、実施可能であると判断
した。 
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Ⅲ 用語集 

カ行 

皆伐 

 一定範囲の樹木を一時的に全部又は大部分伐採すること。主伐の一種。 

下層植生 

 森林において上木に対する下木、及び草本類からなる植物集団のまとまりのこと。上層木と

ともに、その地域に特徴的な植生を示し、その土地の環境を知る上での指標となる。 

刈出し 

 ササ等草本植物の中に生えている稚樹の成長を促進するため、必要に応じて、更新完了に至

るまでにササ等の刈払いを行う作業。 

形状比 

 樹高（H）を胸高直径（D）で割った値（H/D）。形状比が高いほど、細く長い幹となるので、雪

害や風害などに弱くなる。形状比 90以上は冠雪害に著しく弱く、普通は 70前後で管理する。 

公益的機能 

森林が持っている水源涵
かん

養、土砂崩壊防備、飛砂防備などの多面的機能のうち、木材等生産

機能を除いた機能。 

更新 

 森林を伐採した後、植栽・天然下種等により後継樹を成立させること。 

更新材料 

 前生稚樹、埋土種子、広葉樹林から散布される種子（天然下種）、ぼう芽が期待できる伐株な

ど。 

サ行 

樹冠長率 

 樹木の枝と葉の集まりを樹冠といい、この長さを樹高で割った割合を樹冠長率という。 

収量比数（Ry） 

 森林の立木の込み具合を表す指標。現存の立木の材積と当該立木と樹種及び樹高を同じくす 

る立木が達し得る理論上最大の立木材積の比を用いて、０から１の範囲の数値で表す。１に近い

ほど込み合っていることを示し、間伐の目安に使用する。平均樹高と成立本数から決定される。 

施業体系 

 林業における植栽や下刈り、除伐、間伐、主伐などの作業は、経営目的や立地などに対応し

て実施される。こうした作業の総合的体系が施業体系と言われ、具体的には森林の作業方法の技

術的体系として示される。 
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遷移 

 ある地域の植生が時間とともに自然に移り変わっていく現象をいう。地誌的な種の進化を含む

植生の変化を地質学的遷移というのに対して、ある地域の数百年から数千年といった時間的単位

の遷移を生態遷移という。一般に遷移と呼んでいるのは生態遷移の事である。この中で、林冠が

閉鎖した暗い環境でも生育できるような耐陰性を持っている樹種（遷移後期種）は、アカガシ、

クスノキ、シイ、タブノキ、ミズナラ、ヤブツバキ、ヒサカキなどがある。 

先駆性樹種 

 主伐や強度間伐などで急に明るくなった環境に適応した樹種。アカマツ、アカメガシ

ワ、カラスザンショウ、タラノキ、ヌルデ、ヤマウルシなどがある。 

前生稚樹 

 伐採前から林内に生育している樹木の稚樹、幼樹を前生稚樹という。林冠閉鎖の状態では成

長しないが、林床が明るくなると成長を始める。次世代の森林を構成する重要な樹木となる。 

相対照度 

 林外裸地の明るさと、林内の明るさの比。林外の照度（lx）を１００としたときの林内の照

度（lx）を％で示す。 

タ行 

択伐 

 森林（林分）内の樹木の一部を抜き切りすること。主伐の 1 つ。 

地表処理 

 天然林からの種子による更新を図る際などに、地表への種子の到達量を増やすとともに、発

芽後における稚樹の生育が確実なものとなるよう林地を整備する作業の一つ。種子の発芽条件、

生育条件を改善するために林床植物の除去とともに、地表に堆積する落葉落枝を攪乱し、腐葉土

の層を表面に露出させる作業。 

適地適木 

 それぞれの林地の持っている自然の立地条件に合った樹種を選択すること。 

天然更新 

主として、天然の力によって次の世代の樹木を発生させること。種子が自然に落下、発芽し 

て成長する場合（天然下種更新）と木の根株から発芽して成長する場合（ぼう芽更新）などが 

ある。 

特用樹 

 樹木の葉、樹皮、樹液、樹脂、果肉、種子など採取する目的で利用される樹木のこと。 
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ハ行 

複層林 

 樹齢、樹高の異なる樹木により構成されている森林のこと。一斉林、単層林に対する語。一

部分の樹木を伐採して植林を行うことにより造成される。 

保安林 

 水源の涵養、土砂の流出その他災害の防備、レクリエーションの場の提供など特定の公共 

目的を達成するため、森林法に基づいて一定の制限（立木竹の伐採、土地の形質の変更などの 

制限、植栽の義務）が課せられている森林。保安林には、その指定の目的により、水源かん養、 

土砂崩壊防備、防風、魚つき、風致、保健など１７種類がある。 

保育 

 更新の完了後、育成しようとする樹木の生長を助け健全な森林を造成するために行う下刈り、

つる切り、除伐等の作業の総称のことである。 

ぼう芽更新 

 林木を伐採した後から発生させた、ぼう芽を成長させて林を更新する方法。樹種によっては

根からぼう芽するものもある。広葉樹類は若い年齢では一般にぼう芽力が強いので、薪炭林など

は大部分がぼう芽更新である。 

マ行 

埋土種子 

 発芽する最適の環境になるまで土の中で休眠し、発芽の最適期を待ち続ける種子のこと。主

にホウノキ、アカメガシワやヌルデなどの種子のこと。休眠したままの種子の寿命は樹種によっ

て異なる。 

密度管理図 

 樹木（立木）の生育本数と材積成長との間に定量的関係があることを利用して、林分を適切

に管理するために使用する図表のこと。 

芽かき 

 林木を伐採した後から発生させた、ぼう芽のうち、成長のよいものを２～３本残して残りを

伐ること。 

ヤ行 

用材 

 製材用、パルプ・チップ用、合板用などとして利用される木材のこと。 
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ラ行 

林冠 

樹冠が、隣接する樹木の樹冠と接して隙間なく連続している状態のこと。林冠がつながってい

て、日光を地表に通さないような状態を閉鎖林、うっ閉林ともいう。 

林冠構造の違いによって林型が区分されている。林冠がただ一つの樹冠層である時は単層林と

いい、２個以上の樹冠層からなるときは複層林という。 

林床 

 森林の地床のことで、通常、土壌面に堆積した倒木、落葉落枝や腐食などの有機物層またはそ

の上面を指すが、ときに林床植生層まで含めることもある。 
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河原輝彦(1988) 複層林誘導のための林内照度のコントロール．森林立地,30(1):10-13 
茅島信行（2011）風害地形の特徴と風害に強い樹形の解明．平成 23 年度福岡県森林技セ年報：
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Ⅳ 実施事例集 

 

１ 皆伐後の天然更新による自然林への誘導 

事例① 

場所：福岡市早良区大字脊振 

 

伐採１年後                                   伐採５年後  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実例② 

場所：久留米市  

林況：伐採１０年後 

 

遠景                      近景 
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２ 皆伐後の広葉樹植栽による自然林への誘導 

事例③ 

場所：糟屋郡久山町大字猪野 

林況：平成 18年 3 月植栽 1ha あたり 1,000 本植栽 

ケヤキ、ヤマザクラ、マテバシイ（H=0.5m～0.6m） 

     シカ防除のためにヘキサチューブ使用 

 

 

 

 

 

 

 

風倒木除去後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植栽８年後 

 

林内状況 
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３ 強度の間伐後の針広混交林化による自然林への誘導 

事例④ 

場所：矢部村大字矢部石岡 

林況：上層木 スギ 1951 年植栽 

     強度間伐 1980 実施（間伐率 40％～50％） 

 

伐採３０年後の林内状況 
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Ⅴ 参考資料 

 

１ 県内のシカ生息密度図 

 
   平成２３年度調査  福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター作成 

   注）密度区分は抽出調査をもとに推定したものであり、場所により異なる場合があ

ります。 

 

 

 

 

 

km2

km2

km2
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(１)伐採及び伐採後の造林の届出制度の対象となる森林について  

 地域森林計画の対象となっている民有林（法第５条に規定する県知事がたてる地域森林

計画の対象とする森林。以下「地域森林計画対象森林」という。）において立木を伐採す

る場合は、「伐採及び伐採後の造林の届出制度」（法第10条の８及び第10条の９）に基づ

く届出が必要になります。 

 なお、森林以外の用途へ転用（以下「転用」という。）する面積が1haを超える場合、保

安林や保安施設地区に指定されている場合及び森林経営計画がたてられている森林におい

て当該計画に定められている伐採をする場合には、「伐採及び伐採後の造林の届出制度」

とは別の手続きが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

地域森林計画対象森林において伐採を計画 

保安林や保安施設地
区である場合 

森林経営計画がたてら
れている森林において
当該計画に定められて
いる伐採をする場合 

 

その他 

事前に県（農林事務
所）へ保安林内立木伐
採許可申請等が必要
です。 
（法第34条第１項、第34

条の２第１項、第34条の

３第１項） 

市町村へ事後の届出が
必要です。 
（法第 15条） 
（ただし、保安林や保安施
設地区である場合は、別
途、事前に手続きが必要で
す） 

 

伐採30日～
90日前に、
届出書の提
出が必要で
す。 
（法第10条

の８第１項）

森林経営計画に係る伐採等
の届出書 

保安林（保安施設地区）
内立木伐採許可申請書
等 

転用する面積
が 1ha を超え
る場合 

事前に県（農山
漁村振興課）へ
林地開発許可
申請が必要で
す。 
（法第10条の２

第１項） 

林地開発許可 
申請書 

※転用する面積が 0.6ha 以上 1.0ha 以下の場合は、届出書の提出のほかに、福岡県林地開発行為許

可事務取扱要領第４条２に基づき、林地開発事前協議を指導します。 

※地方公共団体が森林所有者等である場合も、届出書の提出は必要です。 

※竹の伐採に係る届出書の提出は不要です。 

伐採及び伐採
後の造林の届
出 
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２　伐採及び伐採後の造林の届出制度



 

届出書の提出

市町村森林整備計画
との適合

記載事項の不備 補正指示

計画に従った造林

完 了

伐採の実行

罰則（告発）

施業の勧告

有

無

適合

不適合

従う

従わない

従っている

従っていない

従う

従わない

従う

従わない

中止の指導

中止の勧告

造林の指導

造林の勧告

有

無

罰則（告発）

罰則（告発）

罰則（告発）

錯誤では
ない場合

合法性等の証明の希望
有

無

適合通知書

伐採の継続

遵守の指導

伐採の実行

有

無

従う

従う

従う

従う

従う

従う

従う

従わない
命令後に行われる伐採は、
届出書の提出がなかった
ものとみなす §10‐9(2)

罰金100万円

罰金100万円

罰金100万円

罰金100万円

変更の指導

§10‐10(1)

§10‐8(1)

届出者は森林所有者 森林所有者(又は伐採後の造林に係る権原
を有する者)との連名による届出を指示

再提出

確認通知書

変更命令の基準に
該当しない

森林所有者
との連名

いいえ

はい

いいえ

はい

§10‐10(1)

§10‐10(1)

§10‐9(4)

§10‐9(4)

§10‐9(1)

§207①

§207②

§207②

§207②
§10‐9(3)

計画に従った伐採

施業の勧告

従わない

従っている

従っていない

遵守の指導

従う

従う

§10‐10(1)

§10‐9(3)
従う

無届伐採

中止命令

遵守命令

造林命令

遵守命令

変更命令

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑦

地域森林計画の
対象森林

届出不要

※ 届出を要しない場合

１ 法令又はこれに基づく処分により伐採の義務のある者が伐採する場合

２ 法第10条の２第１項の林地開発許可を受け た者が伐採する場合

３ 都道府県知事の裁定に基づいて要間伐森林の伐採をする場合

４ 森林経営計画において定められている伐採をする場合

５ 測量又は実地調査を目的に法49条第１項の許可を受けて伐採する場合

６ 法第188条第３項（立入調査等）の規定に基づいて伐採する場合

７ 特用林として市町村長の指定を受けた森林を伐採する場合

８ 自家用林として市町村長の指定を受け た森林を伐採する場合

９ 火災、風水害その他の非常災害に際し緊急の用に供する必要がある場合

10 除伐する場合

11 その他農林水産省令で定める場合

（ただし、４及び９は別途事後届出が必要）

いいえ

届出の要否

保安林（保安施設地区）
に指定されていない森林

右記※のいずれにも
該当しない森林

はい

はい

はい

届出不要
いいえ

届出不要
いいえ

転用を目的
とした伐採

はい

いいえ

※ ただし、別途保安林に
関する手続きが必要

従う

変更命令の基準に
該当する

（２）伐採及び伐採後の造林の届出制度フローチャート 

※届出書に記載

された内容に

従っていない

場合は「遵守

命令」を出す

こ と が で き

る。 

※届出書に記載

された内容に

従っていない

場合は「遵守

命令」を出す

こ と が で き

る。 

※届出書の提出を要しない場合 

１ 法令又はこれに基づく処分により伐採の義務のある者が伐採する場合 

２ 法第10条の２第１項の林地開発許可を受けた者が伐採する場合  

３ 都道府県知事の裁定に基づいて要間伐森林の伐採をする場合 

４  公益的機能維持増進協定に基づいて伐採をする場合 

5 森林経営計画において定められている伐採をする場合 

6 測量又は実地調査を目的に法49条第１項の許可を受けて伐採する場合 

7 法第188条第３項（立入調査等）の規定に基づいて伐採する場合 

8 特用林として市町村長の指定を受けた森林を伐採する場合 

9 自家用林として市町村長の指定を受けた森林を伐採する場合 

10 火災、風水害その他の非常災害に際し緊急の用に供する必要がある場合 

11 除伐する場合 

12 その他農林水産省令で定める場合 

（ただし、５及び10は別途事後届出が必要） 

届出書を受理する

(受領印の押印) 
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（３）届出書の記載要領 

森林法施行規則の規定に基づき、申請書等の様式を定める件（昭和37年７月１日農林省告示第851号） 

４ 規則第９条第１項の届出書の様式 

 

 

伐採及び伐採後の造林の届出書 

 

                         年  月  日     

    市町村長 殿 

住 所 

届出人  氏名                     印 

 

  次のとおり森林の立木を伐採したいので、森林法第10条の８第１項の規定により

届け出ます。 

 

１ 森林の所在場所  

     市       町 （○○林班△△－△、◇◇－◇小班） 
          大字   字   地番 

     郡    村 

 

２ 伐採の計画 

伐 採 面 積 ha 

伐 採 方 法 主伐（皆伐・択伐）・間伐 伐採 率    ％ 

伐 採 樹 種  

伐 採 齢  

伐 採 の 期 間  

 

３ 伐採後の造林の計画 

(1) 造林の方法別の造林面積等の計画 

造林面積（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 ha 

人工造林による面積（Ａ＋Ｂ）                    ha 

 
植栽による面積（Ａ） ha 

人工播種による面積（Ｂ） ha 

天然更新による面積（Ｃ＋Ｄ）                     ha 

 

ぼう芽更新による面積（Ｃ） ha 

  天然更新補助作業の有無 
地表処理・刈出し・植込み・ 

その他（          ）・なし 

天然下種更新による面積（Ｄ）                    ha 

 天然更新補助作業の有無 
地表処理・刈出し・植込み・ 

その他（          ）・なし 

法人にあつては、名称

及び代表者の氏名 

伐採の始期の30～90日前で届出書

が提出されているか？ 

伐採を行う森林が所在する市町

村の長あてとなっているか？ 

届出人の氏名・住所が正確

に記載されているか？ 

①届出人が森林所有者その他

権原に基づき立木の使用又

は収益をする者となってい

るか？ 

②伐採する（権原を有する）者

と伐採後の造林をする（権原

を有する）者が異なる場合、

連名となっているか？ 

法人の場合は法人登記印が、個

人の場合は認印が押印されて

いるか？（ただし、個人で自署

の場合は押印省略可） 

記載の内容と森林簿情報に齟齬は

ないか？  

①伐採箇所ごとに届出書を作成する。 

②複数地番にまたがる場合は、全ての地番を記載する。

③必要に応じて届出に係る区域を示す図面を添付する。

④地番と併せて林班番号も記載する。 

少数第 2 位まで記載されているか 
（第 3 位で四捨五入されているか）？

市町村森林整備計画に定める「択伐による複層林

施業を推進すべき森林」に指定されている場合、

伐採方法が適合しているか？ 

伐採率は、立木材積による伐

採率(％)となっているか？ 

伐採する森林が異齢林の場

合、伐採する立木のうち最も

多いものの林齢、最低林齢及

び最高林齢が記載されている

か？ 

①始期は届出年月日以降 30～

90 日となっているか？ 

②伐採の期間が 1 年を超える

場合は、年次別に伐採の計

画が記載されているか？ 

①伐採の方法が主伐の場合、伐

採面積と造林面積が一致してい

るか？  

②市町村森林整備計画に定める

「植栽によらなければ適確な更

新が困難な森林」の場合、人工

造林が計画されているか？ 

③伐採跡地が確実に更新される

方法が選択されているか？ 
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(2) 造林の方法別の造林の計画 

 
造林の期間

 
造林樹種

樹種別の

造林面積

樹種別の

植栽本数

人 工 造 林 

（植栽・人工播種） 

 
 ha 本

天 然 更 新 

（ぼう芽更新・天然下種更新）

 
 

５年後において適確な更新が

なされない場合 
  

 

(3) 伐採後において森林以外の用途に供されることとなる場合のその用途 

 

 

４ 備考 

 

 

注意事項 

１ 伐採する森林の所在する市町村ごとに提出すること。 
２ 伐採する者が伐採後の造林に係る権原を有しない場合にあつては、伐採する者と当該
権原を有する者が連名で提出すること。 

３ 氏名を自署する場合においては、押印を省略することができる。 
４ 「森林の所在場所」ごとに記載すること。 
５ 「伐採面積」欄には、小数第２位まで記載し、第３位を四捨五入すること。 
６ 「伐採方法」欄には、皆伐、択伐又は間伐の別を記載し、「伐採率」欄には、立木材
積による伐採率を記載すること。 

７ 「伐採樹種」欄には、すぎ、ひのき、まつ（あかまつ及びくろまつをいう。）、からま
つ、えぞまつ、とどまつその他の針葉樹及びぶな、くぬぎその他の広葉樹の別に区分し
て記載すること。 

８ 「伐採齢」欄には、伐採する森林が異齢林の場合においては、伐採する立木のうち最
も多いものの年齢を記載し、最も年齢の低いものの年齢と最も年齢の高いものの年齢と
を「（○～○）」のように記載すること。 

９ 「伐採の期間」が１年を超える場合においては、「伐採の計画」を年次別に記載する
こと。 

10  「造林面積」欄には、伐採後において森林以外の用途に供されることとなる場合のそ
の用途を記載した場合を除き、主伐に係る伐採面積と一致するよう記載すること。 

11 「植栽による面積」欄には、市町村森林整備計画において植栽によらなければ適確な
更新が困難な森林として定められている伐採跡地の面積を下回らないよう記載するこ
と。 

12 「天然更新補助作業の有無」欄には、当該作業を行う場合には、地表処理、刈出し、
植込みなどの作業の種類を記載すること。 

13 「造林樹種」欄及び「樹種別の造林面積」欄には、複数の樹種を造林する場合には、
造林する樹種ごとに複数の行に分けて記載すること。 

14 「樹種別の植栽本数」欄には、植栽する樹種ごとに複数の行に分けて記載すること。 
15 「５年後において適確な更新がなされない場合」欄には、造林の方法を天然更新によ
る場合（伐採後において森林以外の用途に供されることとなる場合のその用途を記載し
た場合であつて、伐採の終了した日から５年後において当該用途に供されていないとき
を含む。）における「造林の期間」、「造林樹種」、「樹種別の造林面積」及び「樹種別の
植栽本数」を記載すること。 

16 「伐採後において森林以外の用途に供されることとなる場合のその用途」欄には、伐

採後５年以内において当該伐採跡地が森林以外の用途に供されることとなる場合にの

み記載すること。 

市町村森林整備計画に定める人工造林をすべき期間に適合しているか。 

皆伐の場合：伐採が終了した日を含む年度の翌年度の初日から起算して２年以内

択伐の場合：伐採が終了した日を含む年度の翌年度の初日から起算して５年を超

えない期間 

市町村森林整備計画に定める天然更新をすべき期間に適合しているか。 

伐採が終了した日を含む年度の翌年度の初日から起算して５年以内 

複数の樹種を造林する場合は、樹種ごと

に記載されているか？ 

①森林法以外の法令により施業の制限がある場合はその種別等を記載する。

②合法性等の証明の希望の有無について記載する。（任意） 

植栽の場合、樹種別の植栽本数が、市町

村森林整備計画に定める人工造林の標

準的な方法に適合しているか？ 

①天然更新が計画されている場合に本欄が全て記載されているか？ 

②５年後に天然更新が完了していない場合に、その時点から２年以内に造林す

る計画となっているか？ 
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別紙 福岡県の主要樹木一覧

【天然更新完了判断基準の対象となり、将来の森林の林冠を構成し得る中高木性樹種一覧】

樹種名 科名 樹高別 常緑/落葉 先駆種 備　考
ア アオダモ モクセイ 高木 落葉

アオハダ モチノキ 高木 落葉
アオモジ クスノキ 中高木 落葉 ○
アカガシ ブナ 高木 常緑
アカシデ カバノキ 高木 落葉
アカマツ マツ 高木 常緑 ○ 針葉樹
アカメガシワ トウダイグサ 高木 落葉 ○
アカメヤナギ ヤナギ 高木 落葉
アキニレ ニレ 高木 落葉
アサガラ エゴノキ 高木 落葉
アサダ カバノキ 高木 落葉
アズキナシ バラ 高木 落葉
アブラチャン クスノキ 中高木 落葉
アベマキ ブナ 高木 落葉
アラカシ ブナ 高木 常緑
アワブキ アワブキ 中高木 落葉

イ イイギリ イイギリ 高木 落葉 ○
イスノキ マンサク 高木 常緑
イタヤカエデ カエデ 高木 落葉
イチイ イチイ 高木 常緑 針葉樹
イチイガシ ブナ 高木 常緑
イチョウ イチョウ 高木 落葉 針葉樹
イヌガシ クスノキ 高木 常緑
イヌガヤ イヌガヤ 高木 常緑 針葉樹
イヌザクラ バラ 高木 落葉
イヌシデ カバノキ 高木 落葉
イヌブナ ブナ 高木 落葉
イヌマキ マキ 高木 常緑 針葉樹
イロハモミジ カエデ 高木 落葉

ウ ウラジロガシ ブナ 高木 常緑
ウラジロノキ バラ 高木 落葉
ウリカエデ カエデ 中高木 落葉
ウリハダカエデ カエデ 高木 落葉
ウワミズザクラ バラ 高木 落葉

エ エゴノキ エゴノキ 中高木 落葉
エゾエノキ ニレ 高木 落葉 ○エゾエノキ ニレ 高木 落葉 ○
エドヒガン バラ 高木 落葉
エノキ ニレ 高木 落葉

オ オオタチヤナギ ヤナギ 高木 落葉
オオバアサガラ エゴノキ 高木 落葉
オオバヤシャブシ カバノキ 中高木 落葉 ○
オオモミジ カエデ 高木 落葉
オガタマノキ モクレン 高木 常緑
オニグルミ クルミ 高木 落葉

カ カキノキ カキノキ 高木 落葉
カクレミノ ウコギ 中高木 常緑
カゴノキ クスノキ 高木 常緑
カジカエデ カエデ 高木 落葉
カジノキ クワ 中高木 落葉
カツラ カツラ 高木 落葉
カナクギノキ クスノキ 高木 落葉
カナメモチ バラ 中高木 常緑
カヤ イチイ 高木 常緑 針葉樹
カラスザンショウ ミカン 高木 落葉 ○
カンコノキ トウダイグサ 中高木 落葉
カンザブロウノキ ハイノキ 高木 常緑

キ キハダ ミカン 高木 落葉
キリ ノウゼンカズラ 高木 落葉

ク クサギ クマツヅラ 中高木 落葉 ○
クスドイゲ イイギリ 中高木 常緑
クスノキ クスノキ 高木 常緑
クヌギ ブナ 高木 落葉
クマシデ カバノキ 高木 落葉
クマノミズキ ミズキ 高木 落葉
クリ ブナ 高木 落葉
クロガネモチ モチノキ 高木 常緑
クロキ ハイノキ 高木 常緑
クロバイ ハイノキ 高木 常緑
クロマツ マツ 高木 常緑 針葉樹
クロミノサワフタギ ハイノキ 中高木 落葉
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別紙 福岡県の主要樹木一覧

【天然更新完了判断基準の対象となり、将来の森林の林冠を構成し得る中高木性樹種一覧】

樹種名 科名 樹高別 常緑/落葉 先駆種 備　考
ケ ケヤキ ニレ 高木 落葉

ケヤマハンノキ カバノキ 高木 落葉 ○
ケンポナシ クロウメモドキ 高木 落葉

コ コシアブラ ウコギ 高木 落葉
コジイ（ツブラジイ） ブナ 高木 常緑
コナラ ブナ 高木 落葉
コハウチワカエデ カエデ 高木 落葉
コバノチョウセンエノキ ニレ 高木 落葉
コバンモチ ホルトノキ 高木 常緑
コブシ モクレン 高木 落葉
コミネカエデ カエデ 高木 落葉
ゴヨウマツ マツ 高木 常緑 針葉樹
ゴンズイ ミツバウツギ 中高木 落葉

サ サイカチ マメ 高木 落葉
ザイフリボク バラ 中高木 落葉
サカキ ツバキ 中高木 常緑
サザンカ ツバキ 中高木 常緑
サワグルミ クルミ 高木 落葉
サンゴジュ スイカズラ 中高木 常緑

シ シイモチ モチノキ 中高木 常緑
シオジ モクセイ 高木 落葉
シキミ シキミ 高木 常緑
シナノガキ（リュウキュウマメガキ） カキノキ 高木 落葉
シナノキ シナノキ 高木 落葉
シュロ ヤシ 高木 常緑 単子葉
シラカシ ブナ 高木 常緑
シラキ トウダイグサ 中高木 落葉
シリブカガシ ブナ 高木 常緑
シロダモ クスノキ 高木 常緑
シロバイ ハイノキ 中高木 常緑

ス スギ スギ 高木 常緑 針葉樹
スダジイ ブナ 高木 常緑

セ センダン センダン 高木 落葉
ソ ソヨゴ モチノキ 中高木 常緑
タ タカノツメ ウコギ 中高木 落葉

タブノキ クスノキ 高木 常緑
タマミズキ モチノキ 高木 落葉
タムシバ モクレン 中高木 落葉
タラノキ ウコギ 中高木 落葉 ○
タラヨウ モチノキ 高木 常緑
タンナサワフタギ ハイノキ 中高木 落葉

チ チシャノキ ムラサキ 高木 落葉
チドリノキ カエデ 中高木 落葉

ツ ツガ マツ 高木 常緑 針葉樹
ツクシトネリコ モクセイ 高木 落葉
ツクバネガシ ブナ 高木 常緑

ト トキワガキ カキノキ 高木 常緑
ナ ナタオレノキ モクセイ 高木 常緑

ナツツバキ ツバキ 高木 落葉
ナナミノキ（ナナメノキ） モチノキ 高木 常緑
ナラガシワ ブナ 中高木 落葉

ニ ニガキ キハダ 高木 落葉
ニワウルシ（シンジュ） ニガキ 高木 落葉

ヌ ヌルデ ウルシ 中高木 落葉 ○
ネ ネコノチチ クロウメモドキ 中高木 落葉

ネズ（ネズミサシ） ヒノキ 中高木 常緑 針葉樹
ネムノキ マメ 高木 落葉 ○

ノ ノグルミ クルミ 高木 落葉 ○
ハ ハクウンボク エゴノキ 中高木 落葉

バクチノキ バラ 高木 常緑
ハゼノキ ウルシ 高木 落葉 ○
ハネミイヌエンジュ マメ 高木 落葉
ハマクサギ クマツヅラ 中高木 落葉
ハリエンジュ マメ 高木 落葉 ○
ハリギリ ウコギ 高木 落葉
バリバリノキ クスノキ 高木 常緑
ハリモミ マツ 高木 常緑 針葉樹
ハルニレ ニレ 高木 落葉
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別紙 福岡県の主要樹木一覧

【天然更新完了判断基準の対象となり、将来の森林の林冠を構成し得る中高木性樹種一覧】

樹種名 科名 樹高別 常緑/落葉 先駆種 備　考
ヒ ヒイラギ モクセイ 中高木 常緑

ヒコサンヒメシャラ ツバキ 高木 落葉
ヒノキ ヒノキ 高木 常緑 針葉樹
ヒメユズリハ ユズリハ 高木 常緑
ビワ バラ 中高木 常緑

フ フサザクラ フサザクラ 中高木 落葉
ブナ ブナ 高木 落葉

ヘ ヘラノキ シナノキ 高木 落葉
ホ ホオノキ モクレン 高木 落葉

ホソバタブ クスノキ 高木 常緑
ホルトノキ ホルトノキ 高木 常緑
ボロボロノキ ボロボロノキ 中高木 落葉

マ マテバシイ ブナ 高木 常緑
マユミ ニシキギ 中高木 落葉
マルバアオダモ モクセイ 高木 落葉
マルバニッケイ クスノキ 中高木 常緑

ミ ミズキ ミズキ 高木 落葉
ミズナラ ブナ 高木 落葉
ミズメ（ヨグソミネバリ・アズサ） カバノキ 高木 落葉
ミツデカエデ カエデ 高木 落葉
ミヤマハハソ（ミヤマホウソ） アワブキ 中高木 落葉

ム ムクノキ ニレ 高木 落葉
ムクロジ ムクロジ 高木 落葉

モ モチノキ モチノキ 高木 常緑
モッコク ツバキ 高木 常緑
モミ マツ 高木 常緑 針葉樹

ヤ ヤブツバキ ツバキ 高木 常緑
ヤブニッケイ クスノキ 高木 常緑
ヤマグルマ ヤマグルマ 高木 常緑
ヤマグワ クワ 中高木 落葉
ヤマザクラ バラ 高木 落葉
ヤマナシ バラ 高木 落葉
ヤマハゼ ウルシ 中高木 落葉 ○
ヤマハンノキ カバノキ 高木 落葉 ○
ヤマビワ アワブキ 中高木 常緑
ヤマボウシ ミズキ 高木 落葉
ヤマモガシ ヤマモガシ 高木 常緑
ヤマモモ ヤマモモ 高木 常緑

ユ ユクノキ マメ 高木 落葉
ユズリハ ユズリハ 高木 常緑

リ リョウブ リョウブ 中高木 落葉
リンボク リンボク 中高木 常緑

※成木した樹高によって分類している。

中高木：樹高がおおむね５ｍ以上１０ｍ未満

高 木：樹高がおおむね１０ｍ以上
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５ 福岡県施業体系図（スギ・ヒノキ） 

（１）スギ（福岡県地位等級Ⅳ） 
   

 

図 1 スギ施業体系図
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 （２）ヒノキ（福岡県地位等級Ⅲ） 

   

 
図 2 ヒノキ施業体系図 
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６　造林のための樹種選定の手引き
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